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（4） 調査材料 
① デモグラフィックデータ 
年齢と性別について回答を求めた。 
② 発言／抑制時の意識内容尺度（伊藤・宮城，
2016） 
発言／抑制行動決定時の意識内容について 4 件
法で測定する質問紙である。傷つきへの恐れ 4 項目，
他者配慮 8項目，親密性回避 5項目の 3因子，全 17
項目から構成されており，信頼性と妥当性について
は確認されている。 
③ 発言抑制の程度と頻度; Visual Analogue Scale 
発言抑制の程度（強さ）と頻度について， 0.全くな
かった，10.いつもあったとして，記入を求めた。 
④ Social Interaction Anxiety Scale（社会相互作用不
安）日本語版（金井ら，2004） 
人との会話やつきあいのような他者と交流する状
況に対する恐怖について，5 件法で測定する質問紙
である。全 20 項目で構成されており，信頼性と妥当
性については確認されている。カットオフポイントは
34点である。 
 
（5） 分析方法 
解析には統計解析ソフト SPSS（Statistical Package 
for Social Science）を使用した。 
 
3．結果 
 
（1） 分析対象者の基本情報 
回答のあった者のうち，不備のあった者 6 名を除
き，最終的に 196名（男性 107名，女性 88名，不明 1
名，平均年齢 19.78±1.59歳）を分析対象とした。 
 
（2） 各尺度の記述統計量 
まず，回答者から得られた各尺度の記述統計量を
算出した（Table 1）。 
次に，畑中（2003）の研究においては，発言抑制時
の意識内容に男女差が確認されていたため，本研究
においても男女差を考慮した分析が必要か否かを
確認するため，群（男性，女性）を独立変数，各尺度
得点を従属変数とした t 検定を行った。その結果，抑
制程度，抑制頻度，発言抑制時の意識内容尺度，
SIAS 得点のすべてにおいて有意差はみられなかっ
た。そのため，以降の分析では性差の検討を行わず，
分析対象者全体で検討を行った。 
 
（3） 抑制傾向とその意識内容および SAD 症状
の関連 
発言 時の意識内容の 3 因子とその他の変数
がどのような関係を持っているか明らかにするため
に，各尺度との相関係数をそれぞれ算出した（Table 
2）。その結果，まず，抑制程度と抑制頻度，他者配慮，
親密性回避の間には正の相関がみられた（r=.38, 
p<.01; r=.14, p<.05; r=.24, p<.01）。また，抑制頻度と
傷つきへの恐れ，親密性回避，SIAS 合計得点とその
下位因子である対人交流に対する不安と対人交流
場面における効力感の低さに正の相関がみられた
（ r=.18, p<.05; r=.33, p<.01; r=.33, p<.01; r=.33, 
p<.01; r=.18, p<.01）。さらに，傷つきへの恐れは SIAS
合計得点とその下位因子である対人交流に対する
不安に正の相関 （r=.37, p<.01; r=.40, p<.01），他者
配慮は SIAS合計得点とその下位因子である対人交
流に対する不安に正の相関  （r=.23, p<.01; r=.27, 
p<.01），親密性回避は SIAS 合計得点とその下位因
子である対人交流に対する不安，対人交流場面にお
ける効力感の低さに正の相関がそれぞれみられた
（r=.30, p<.01; r=.31, p<.01; r=.15, p<.05）。 
 
 
M SD
抑制程度（VAS） 4.97 5.00
抑制頻度（VAS） 3.96 2.32
発言抑制時の意識内容尺度 25.19 6.80
　　傷つきへの恐れ 5.64 3.17
　　他者配慮 13.47 3.92
　　親密性回避 6.08 2.51
SIAS合計 33.32 14.66
　　対人交流に対する不安 26.72 13.33
　　対人交流場面における
     効力感の低さ
6.60 2.48
Table 1 各尺度の記述統計量
Note. VAS=Visual Analogue Scale,
SIAS=Social Interaction Anxiety Scale
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（4） 抑制傾向と意識内容が SAD 症状に及ぼす
影響 
次に，抑制傾向のみならず，発言／抑制時の意識
内容が SAD 症状に及ぼす影響を検討するため，
step1 に抑制程度と抑制頻度を，step2 に発言抑制時
の意識内容尺度の各因子をそれぞれ説明変数とし
て投入し，SIAS-J を目的変数とした階層的重回帰分
析を実施した（Table 3）。その結果，まず step1におい
て，抑制程度と抑制頻度を投入後の重回帰決定係
数（R2）が有意であり（F=12.14, p<.01），抑制頻度に
おいて，SIAS得点に対して有意な正の影響が示され
た（β=.34, p<.01）。次に，step2における発言抑制時の
意識内容の下位因子得点を投入したところ，重回帰
決定係数（R2）が有意であり（F=10.39, p<.01），重回
帰決定係数の変化量が有意に上昇した（ΔR2=.13, 
p<.01）。さらに，step2では，抑制頻度（β=.25, p<.01），
傷つきへの恐れ（β=.27, p<.01），親密性回避（β=.15, 
p<.05）が SIAS 得点に対して有意な正の影響が示さ
れた。 
 
4．考察 
 
本研究では，発言／抑制時の意識内容尺度を用
いて，SAD 症状を持つ人々の発言時の意識内容と
その特徴が SAD 症状に与える影響について検討す
ることを目的とした。はじめに，記述統計量を算出し
たところ，SIAS 得点は 33.32（SD＝14.66）であり，平
均値がカットオフポイントと同等の値を示しているこ
とからも，本研究の対象者においては，一定程度の
SAD 症状を有していたことが示唆された。これは青
年期において SAD が多いという先行研究（三宅ら，
2014）を支持する結果となった。 
次に，各尺度の得点について性差検討を行った結
果，抑制傾向，発言／抑制時の意識内容尺度の各
因子いずれにおいても有意差はみられなかった。畑
中（2003）の研究では，男性より，女性の方が相手の
ことや規範，およびその場の状況を考慮して発言を
抑制する頻度が高いことを示しており，本研究では
先行研究と一致しない結果となった。この点について
は，現代大学生の対人恐怖症性が増大している可
能性が示唆されていること，特に男性において自分
や他人が気になる悩みが1993年と比較して，2008年
では有意に増加している（堀井，2011）ことが報告さ
れていることから，現代において，男性も女性と同じ
く他者配慮を行っている可能性が考えられる。 
次に各変数の関連について検討した結果，抑制程
度と SIAS得点との関連はみられなかったが，抑制頻
度は SIAS 得点と弱い正の相関がみられた。抑制頻
度は，他者との交流という体験の回避を反映してい
1　抑制程度（VAS）
2　抑制頻度（VAS） .38 **
3　意識尺度合計 .22 ** .26 **
4　　傷つきへの恐れ .13 .18 * .78 **
5　　他者配慮 .14 * .10 .82 ** .47 **
6　　親密性回避 .24 ** .33 ** .60 ** .26 ** .20 **
7　SIAS合計 .12 .33 ** .40 ** .37 ** .23 ** .30 **
8　　対人交流に対する不安 .11 .33 ** .43 ** .40 ** .27 ** .31 ** .99 **
9　　対人交流場面における効力感の低さ .11 .18 ** .00 .03 -.13 .15 * .59 ** .47 **
Note . VAS=Visual Analogue Scale, SIAS=Social Interaction Anxiety Scale, ** p  < .01, * p  < .05
Table 2 発言抑制の程度，頻度および意識内容と各尺度との相関分析
9
―
―
―
8
―
―
―
―
―
―
1 2 3 4 5 6 7
抑制程度 -.01 -.06
抑制頻度 .34 ** .25 **
傷つきへの恐れ .27 **
他者配慮 .05
親密性回避 .15 *
R 2 .11 ** .24 **
⊿R 2 .13 **
Step2Step1
Table 3 抑制傾向と意識内容が
SIAS得点に及ぼす影響
Note.  VAS=Visual Analogue Scale, SIAS=Social
Interaction Anxiety Scale, ** p  < .01, * p  < .05
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Influence of conversational inhibition tendency and consciousness contents
on social anxiety symptoms
Asuka Watanabe*,  Ayako Takii*,  Yuki Kubo**,  Daisuke Ito*
*Graduate School of Education, Hyogo University of Teacher Education 
**Oasis Clinic
  The purpose of this study was to investigate the influence of conversational inhibition tendency and consciousness 
contents on social anxiety symptoms in conversations. 196 university students completed the questionnaire assessing 
their inhibition tendency of utterance and consciousness contents at the conversational inhibition. The results 
indicated not only inhibition tendency, but also consciousness contents led an increase in social anxiety disorder 
symptoms. Inhibition frequency, fear to get hurt, and avoid to be on close term with someone in particular are 
strongly related with depressive symptoms. These results suggest that possibility of inprovement in social anxiety 
symptoms by focusing on inhibition tendency and consciousness contents.
Key Words : Conversational inhibition, Consciousness, Social Anxiety Symptoms
